
（ 7） 第２４７号平成２９年（２０１７年）１月８日

　

駅
の
安
全
対
策
の
観
点
か
ら

も
列
車
と
の
接
触
や
転
落
防
止

に
効
果
が
高
い
ホ
ー
ム
ド
ア
や

転
落
防
止
柵
の
設
置
は
急
務
で

あ
る
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ド
ア
等
が
設

置
さ
れ
る
ま
で
の
対
策
と
し
て
、

視
覚
障
が
い
者
が
ホ
ー
ム
の
内

側
を
判
別
で
き
る
「
内
方
線
付

き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
整
備
も

重
要
で
あ
る
。

　

現
在
、
１
日
の
利
用
者
が
１

万
人
以
上
の
駅
で
の
整
備
率
は

　

％
で
あ
る
が
、
全
駅
に
お
い

６３て
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
中
野
区
議
会
は
政
府

に
対
し
、
総
合
的
な
転
落
事
故

防
止
対
策
の
検
討
を
急
ぐ
と
と

も
に
、
駅
ホ
ー
ム
の
さ
ら
な
る

安
全
性
向
上
に
向
け
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
を

強
く
求
め
る
。

１　

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
に
あ

た
っ
て
は
、
全
て
の
鉄
道
駅
ホ

ー
ム
の
危
険
個
所
の
実
態
調
査

を
速
や
か
に
行
う
こ
と
。
と
り

わ
け
、
転
落
の
危
険
性
が
高
い

駅
に
つ
い
て
は
、
現
在
計
画
中

の
駅
と
あ
わ
せ
て
、
速
や
か
な

設
置
を
実
現
す
る
こ
と
。

２　
「
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ

ッ
ク
」
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

全
駅
で
の
整
備
を
促
進
す
る
こ

と
。

３　

希
望
者
へ
の
駅
係
員
の
ア

テ
ン
ド
や
、
一
般
旅
客
に
対
す

る
誘
導
案
内
、
視
覚
障
が
い
者

へ
の
積
極
的
な
声
か
け
等
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
対
策
を
強
化
す

る
こ
と
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通

大
臣
あ
て
〉

告
１
件
を
聴
取

▼
少
子
高
齢
化
対
策
調
査
特
別

委
員
会

　
　

／　
　

報
告
２
件
を
聴
取

１１

１１

▼
議
会
運
営
委
員
会

　
　

／　
　

第
４
回
定
例
会
の

１１

１０

日
程
な
ど
を
協
議

　
　

／　
　

第
４
回
定
例
会
の

１１

１７

招
集
日
の
確
認
や
日
程
な
ど

を
協
議

 　

現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
議
会

日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
第
１
回
定
例
会
（
予
定
）

 

２
月　

日
～
３
月　

日

１６

２７

●
閉
会
中
の
委
員
会

　

総
務
委
員
会　
　

１
月　

日
２５

今
後
の
議
会
日
程

　

区
民
委
員
会　
　

２
月
１
日

　

厚
生
委
員
会　
　

１
月　

日
２５

　

建
設
委
員
会　
　

１
月　

日
２３

　

子
ど
も
文
教
委
員
会

 

１
月　

日
２５

　

少
子
高
齢
化
対
策
調
査
特
別

委
員
会 

２
月
１
日

　

区
内
駅
周
辺
等
ま
ち
づ
く
り

調
査
特
別
委
員
会

 

１
月　

日
２０

　

議
会
運
営
委
員
会

 

２
月
２
日

　

議
会
日
程
は
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

中
野
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
区
議
会
事
務
局
へ
。

 　

日
本
国
憲
法
は
、
施
行
以
来
、

国
民
主
権
、
平
和
主
義
、
基
本

的
人
権
の
尊
重
の
三
原
則
の
下
、

我
が
国
の
発
展
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
こ
の
三
原

則
こ
そ
、
現
憲
法
の
根
幹
を
成

す
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
堅
持

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現
憲
法
は
、
今
日
に
至
る
ま

で　

年
間
一
度
の
改
正
も
行
わ

７０
れ
て
い
な
い
。

　

現
在
、
我
が
国
を
巡
る
内
外

の
諸
情
勢
に
大
き
な
変
化
が
生

じ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、

憲
法
は
、
国
家
の
基
本
法
と
し

て
、
我
が
国
の
直
面
す
る
諸
課

題
に
的
確
に
対
処
で
き
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
国
の

責
任
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法

に
つ
い
て
、
活
発
か
つ
広
範
な

議
論
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

広
く
国
民
的
議
論
を
喚
起
す
る

よ
う
強
く
要
請
す
る
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

法
務
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
あ

て
〉

 

◆
国
会
に
お
け
る
憲
法
論

議
の
推
進
と
広
く
国
民

的
議
論
の
喚
起
を
求
め

る
意
見
書

◆
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
と

「
内
方
線
付
き
点
状
ブ

ロ
ッ
ク
」
の
整
備
促
進

を
求
め
る
意
見
書

可
決
し
た

意
見
書 
（要旨）

第４回
定例会

　

第
４
回
定
例
会
に
お
け
る
陳

情
の
審
議
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（　

）内
の
数
字
は
受

理
し
た
年
で
す
。

 
（　

）
第　

号
陳
情　

ふ
る
さ

２８

３２

と
納
税
に
つ
い
て

―
賛
成
多
数

（　

）
第　

号
陳
情　

地
域
の

２８

３４

課
題
の
解
決
方
法
の
多
様
化
に

つ
い
て

―
賛
成
多
数

 
（　

）
第　

号
陳
情　

中
野
区

２８

３３

内
に
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
（
屋
内
子

供
遊
具
施
設
）
設
置
を
す
る
事

に
つ
い
て

―
賛
成
な
し

（　

）
第　

号
陳
情　

区
立
保

２８

３６

育
園
民
営
化
の
中
止
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

―
賛
成
少
数

（　

）
第　

号
陳
情　

子
ど
も

２８

３７

の
育
ち
に
寄
り
添
う
平
和
の
森

公
園
に
つ
い
て

―
賛
成
少
数

（　

）
第　

号
陳
情　

平
和
の

２８

３８

森
公
園
再
整
備
基
本
計
画
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
つ
い

て―
賛
成
少
数

（　

）
第　

号
陳
情　

平
和
の

２８

３９

森
公
園
へ
の
体
育
館
建
設
に
つ

い
て―

賛
成
少
数

（　

）
第　

号
陳
情　

平
和
の

２８

４０

森
公
園
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ

採

択

不

採

択

ト
に
つ
い
て

―
賛
成
少
数

 
（　

）
第
９
号
陳
情　

都
立
家

２８
政
「
旧
み
ず
ほ
銀
行
」
建
物
解

体
工
事
に
関
し
て
（
２
項
）

  
◆
賛
成
討
論

　

い
さ　

哲
郎 

（
共
産
）

 

（
審
議
結
果　

不
採
択
）

取

下

げ

陳

情

陳

情

にに

対
す
る
討

対
す
る
討
論論

区
立
保
育
園
民
営
化
の
中

止
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て

 
▼
総
務
委
員
会

　
　

／　
　

報
告
９
件
を
聴
取

１１

１８

▼
区
民
委
員
会

　
　

／　
　

報
告
３
件
を
聴
取

１１

１５

▼
厚
生
委
員
会

　
　

／　
　

報
告
４
件
を
聴
取

１１

１４

▼
建
設
委
員
会

　
　

／　
　

報
告　

件
を
聴
取

１１

１５

１０

▼
子
ど
も
文
教
委
員
会

　
　

／　
　

報
告
７
件
を
聴
取

１１

１４

▼
区
役
所
及
び
体
育
館
整
備
調

査
特
別
委
員
会

　
　

／
４　

和
田
掘
公
園
及
び

１１平
和
の
森
公
園
を
視
察
、
報

閉

会

中

の

委
員
会
の
動
き

平
成　

年　

月
～　

月

２８

１０

１１

審
議
結
果

陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
のののののののののののののののののののののの

結果無所属
（８）

民 進
（５）

共 産
（７）

公 明
（９）

自 民
（１２）

会派名等
（議員数）件　名

区長提出議案
可 決○×○×○○平成２８年度中野区一般会計補正予算

可 決○×○×○○中野区職員定数条例の一部を改正する条
例

可 決○×○×○○中野区廃棄物の処理及び再利用に関する
条例の一部を改正する条例

可 決○○×○○特別区道路線の認定について
陳情

採 択○×××○○ふるさと納税について
採 択○××○○○地域の課題の解決方法の多様化について

不採択○××○××区立保育園民営化の中止を求めることに
ついて

不採択○××○××子どもの育ちに寄り添う平和の森公園に
ついて

不採択○××○××平和の森公園再整備基本計画のパブリッ
ク・コメントについて

不採択○××○××平和の森公園への体育館建設について

不採択○××○××中野平和の森公園のバーベキューサイト
について
※会派等の略称〔自民：自由民主党議員団、公明：公明党議員団、共産：日本共産党議員
団、民進：民進党議員団、無所属：無所属議員〕
　議員数は議長を除く。無所属議員については、会派と同様の扱いで掲載しています。

【○：賛成　×：反対】意見の分かれた案件（第４回定例会）

調査項目議会名視察日
キッズ・プラザ事業について栃木県日光市議会７月１１日
妊娠・出産・子育てトータルケア事業について兵庫県西宮市議会７月２６日
タブレット端末を利用した議会運営について香川県高松市議会８月１日

妊娠・出産・子育てトータルケア事業について神奈川県寒川町議会
神奈川県箱根町議会８月２日

妊娠・出産・子育てトータルケア事業について大阪府吹田市議会８月２３日
議会運営におけるタブレット端末の活用について千葉県成田市議会１０月２１日
中野区杉山公園駐輪場について愛知県知立市議会１１月１日
タブレット端末の導入経緯と運用状況について福岡県行橋市議会１１月７日
電子決済システムについて大阪府寝屋川市議会１１月１７日

本区に視察来訪した議会一覧　（平成２８年７月〜１２月）

　中野区には、全国の自治体の議会（委員会・会派・議員）が施策調査のため視察
に訪れています。
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区議会だよりへのご意見、
　ご要望などは、区議会事務局まで
〒１６４−８５０１　中野区中野４−８−１
　電　話　３２２８−５５８５
　ＦＡＸ　３２２８−５６９３

kugikaijimu@city.tokyo-nakano.lg.jpＥメール


